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◆ 臨床知見に裏打ちされたハンド
セラピィの新しい教科書

　私の OT 人生はハンドセラピィ
から始まった．20 数年前に村上恒
二先生（広島大名誉教授）のご指
導のもとで，本書編者のお一人で
ある飯塚照史先生と毎夜のように
学び，そして議論をしたことを今
でもよく覚えている．良好な術後
成績にはよい手術とハンドセラ
ピィの両者が必要であることを，
さまざまな機会で耳にした．その
後，私は手外科分野を離れたのだ
が，人生で一番熟読した医学書は
手外科分野のものであることは今
でも変わらない．私にとってこの
分野は「腑に落ちる（答えがある）」
ものが多く，書籍を読むことで時
に感動すら覚えた．
　本書はハンドセラピストのため
の書籍とされている．私自身すで
に門外漢と思いつつも，一通り目
を通させていただいた．本書はハ
ンドセラピィの基盤である機能解
剖をまず詳説し，ハンドセラピィ
特有の評価を網羅している．これ

は初学者の理解を深めることに最
適である．治療に関しても，関節
可動域訓練や物理療法等を知見も
踏まえながら提示しており，さら
に多数の事例提示がなされている
点は，初学者のみならず熟練のハ
ンドセラピストにとっても有用な
知見になると思われる．このよう
な，初学者にも臨床家にとって
も，かゆい所に手が届く本書の構
成は，編者の先生方の顔触れを考
えれば納得の構成であるといえ
る．また，QR コードから Web 動
画にアクセスし視聴して学べるこ
とは最大の利点の一つであろう．
動画によるイメージは理解を促進
するため，多くのセラピストがス
マートフォンで QR コードを読み
取り，学びの一助とする姿が目に
浮かぶ（特に装具作製）．
　私は，本書の対象読者はハンド
セラピィ領域にとどまらないと思
う．ハンドセラピィの主な関心事
である拘縮やその改善のための知
識は，他の疾患領域のセラピスト
ももつべき内容である．さらに，

装具に関しては，廃用予防のみな
らず，近年は課題指向型訓練等を
行う際に併用することで効果的な
介入手段となる．したがって，本
書は他領域のセラピストにとって
も有用な書となるであろう．
　名著とは臨床に鑑み，再現可能
で理解に富むものと個人的に思
う．本書を読み終えたとき，久し
ぶりに腑に落ちる感覚を得た．現
在，偶然にも義肢装具学を教授し
ており，今後の講義準備にあたっ
ては，おそらく本書を熟読するこ
とになるだろう．私が手外科領域
の先人の方々から学ばせていただ
いたことは useful hand，つまり

「作業に携わる手」を支援するとい
うことである．本書には至るとこ
ろにその概念が散りばめられてい
る．本書の帯に書かれているよう
に，手を救うセラピストを多く輩
出するためにも，多くの方に手に
取っていただきたい書籍である．
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